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ChatGPT 4o 

共有する 

 

あなた: 

サマリア・２０２４知財情報フェア・出展者プレゼンテーション.docx 

ドキュメント 

1_生成ＡＩの特許実務における利活用の最前線(大瀬佳之).pdf 

PDF 

サマリアプレゼンテーションの資料とこの資料を使った講演の文字起こしです。要約を作成してくだ

さい。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

以下は、プレゼンテーション資料と講演の文字起こしの要約です。 

1. プレゼンテーション概要 (サマリア・２０２４知財情報フェア): 

• 発表者: 大瀬 佳之氏（パテント・インテグレーション株式会社 CEO） 

• テーマ: 生成 AI「サマリア AI」を活用した特許関連業務の支援 

• 主な内容: 知的財産業務、特に特許文書の分析、発明評価、自動分類を行う生成 AI の活

用方法 

• サマリア AI の主な機能: 

o 特許文書の読解や分類、発明の評価をサポート 

o テキストから画像変換、特許クレームの分類、自動運転や従来技術との比較分析

が可能 

o 特許処理の負荷軽減を目指し、正確な自動出力を提供 

o さまざまな業界（製造業、化学、医療、IT など）での導入実績があり、業務効率化に

貢献 

2. 講演要約 (1_生成ＡＩの特許実務における利活用の最前線): 

• 生成 AI の概要: 生成 AI は、与えられた入力に基づいて新しいコンテンツを作成する技術

で、テキストからテキストや画像を生成することができる。 

• 生成 AI と深層学習の違い: 

o 生成 AI は、大量のデータを用いずに自然な応答を生成できる一方で、従来の深層

学習は大規模なラベル付きデータが必要。 

• 生成 AI の課題: 

o ハルシネーション問題: 実在しない情報を生成するリスクがある。 
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o ブラックボックス問題: 出力結果がどのように生成されたかを説明することが難し

い。 

o 知的財産権の問題: 生成物が既存の著作物に類似し、権利侵害のリスクがある。 

• 特許業務における生成 AI の利点: 

o 特許文書の読解、発明要約の作成、分類作業を自動化し、大幅な時間短縮を実

現。 

o サマリア AI は、特許文書の難解さを解消し、タグ付けや分類の自動化を行うツー

ルとして活用されている。 

• 実際の業務適用: 多くの企業や特許事務所がすでに導入し、特に外国特許の読解や拒絶

理由対応などで大きな効果を上げている。 

この二つの資料では、生成 AI ツール「サマリア AI」を用いることで、特許関連業務がどれだけ効率

化できるか、またその実践的な活用方法が強調されています。 

4o 

あなた: 

特許業務における生成 AI の利点を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

特許業務における生成 AI の利点について、以下に詳しく説明します。 

1. 特許文書の読解支援 

生成 AI は、特許文書の内容を自動で読み取って分析する機能を持っています。特許明細書や請

求項などの文書は通常、非常に長く複雑で専門的な用語が多いため、人間による読解には時間と

労力がかかります。しかし、生成 AI はこれを迅速に処理し、重要なポイントやキーワードを抽出

し、要約を生成することができます。これにより、特許文書の要点を素早く把握することが可能にな

り、時間の節約につながります。 

• 要点抽出・要約作成: 特許文書の重要なポイントを抽出し、簡潔な要約を提供します。これ

により、特許文書全体を読まなくても、その内容を把握できるようになります。 

• 明細書の構造把握: 特許明細書の構成や各項目の意味を自動で解析し、どの部分が重

要なのかを理解しやすくします。 

2. 自動分類とタグ付け 

生成 AI は、特許文書や発明内容に基づき、自動で分類やタグ付けを行うことができます。これに

より、企業内での特許ポートフォリオの整理や、他社の特許情報との比較が容易になります。特許

情報の管理が効率化され、特許調査や分析が迅速に行えるようになります。 
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• 分類付与: 生成 AI は、特許に関連する分野や技術内容に基づいて自動で分類を付与しま

す。これにより、特許文書の検索や管理が簡単になります。 

• タグ付け: 特許の要素（例えば、技術分野、用途、機能など）を自動でタグ付けし、後から検

索しやすくします。 

3. 特許調査の効率化 

特許調査（先行技術調査、侵害予防調査など）は、特許業務の重要な部分です。生成 AI を使うこ

とで、特許の類似性や相違点を迅速に分析し、他の文献や製品との比較を自動化できます。これ

により、特許調査にかかる時間が大幅に短縮され、より多くの文献を短時間で処理できるようにな

ります。 

• 相違点・一致点の比較: 引例や先行技術との違いを自動的に比較し、侵害のリスクや特許

成立の可能性を検討します。 

• クリアランス調査の支援: 特許が他社の権利を侵害していないかをチェックする際、関連す

る特許を自動でスクリーニングし、問題のある箇所を特定します。 

4. 拒絶理由通知への対応支援 

特許出願時に拒絶理由通知が発行された場合、生成 AI はその内容を解析し、拒絶理由の要点を

整理し、適切な対応方針を自動で提案します。これにより、特許弁理士や知財担当者が迅速に対

応でき、対応策の精度も向上します。 

• クレームチャート作成: 本願特許と引例とのクレームを比較し、拒絶理由に対する反論材

料を自動で提示します。 

• 補正案や意見書の提案: 拒絶理由に対する補正や意見書を作成するための案を自動生

成し、手間を省きつつ、適切な対応を促します。 

5. 特許業務全般の効率化 

生成 AI は、特許に関するさまざまな業務プロセスを自動化・効率化するツールです。これにより、

特許弁理士や知財担当者の業務負担が軽減され、より戦略的な業務に集中できる環境を提供し

ます。 

• プロンプトの簡略化: 特許業務に必要な指示（プロンプト）を簡単に作成できる機能があり、

複雑な特許実務を支援します。 

• 多機能な AI アシスタント: 特許書類の分類、要約、タグ付けから、拒絶対応まで、生成 AI

が一貫してサポートします。 

6. 外国語特許の対応 

生成 AI は、外国の特許文書に対しても日本語で質問を行うことができ、他国の特許文献の内容を

迅速に理解できます。これにより、海外での特許調査や出願業務が効率化され、国際的な知財業

務にも対応可能です。 



 4 / 11 
 

まとめ 

生成 AI は、特許業務における効率化を実現するための強力なツールです。特許文書の読解、自

動分類、特許調査、拒絶理由対応など、多くのプロセスで活用でき、特許関連業務の時間短縮と

精度向上に寄与します。また、企業の知財戦略をサポートし、より多くの特許文書を効率的に管

理・分析することで、知財部門全体の業務効率を高める効果が期待できます。 

4o 

あなた: 

サマリア AI は、特許文書の難解さを解消し、タグ付けや分類の自動化を行うツールとして活用さ

れている。を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

「サマリア AI」が特許文書の難解さを解消し、タグ付けや分類の自動化を行うツールとして活用さ

れている具体的な点について、以下に詳しく説明します。 

1. 特許文書の難解さを解消する機能 

特許文書は、専門的な技術用語が多用され、構造が複雑で非常に長いことが一般的です。特に、

明細書や請求項には詳細な技術説明や法律的な表現が含まれているため、読解には高度な知

識と時間が必要です。これが特許業務における負担の一つとなっています。サマリア AI は、この

「難解さ」を解消するために、以下のような機能を提供します。 

1.1 自動要約機能 

サマリア AI は、特許文書を自動的に解析し、要点を抽出して短い要約を生成します。この要約に

は、発明の核心部分や請求項のポイントが含まれ、特許の内容を簡潔に把握することができま

す。これにより、長大で複雑な文書を逐一読まなくても、発明の概要を理解できるため、時間の大

幅な節約が可能です。 

• 発明要約の自動生成: 特許文書の中から、発明の目的や技術的特徴を自動的に抽出し、

短い要約を提供します。これにより、特許文書の全体像を迅速に把握できます。 

• 主要構成要素の特定: 明細書内の重要な技術要素や、請求項における技術的な要点を

自動的に抽出して整理します。 

1.2 用語定義の補助 

特許文書では、独自の技術用語や、業界特有の言葉が頻繁に使われます。これらの用語を理解

するために時間を要することが多いですが、サマリア AI はこれを補助します。AI が自動的に文書
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内の技術用語を検出し、その定義を提供する機能があり、読み手が文書の内容を迅速に理解す

る助けとなります。 

• 用語の自動抽出と説明: 特許文書内で使われている技術用語を自動で検出し、それらの

意味や役割を提示することで、専門知識がなくても文書を理解しやすくします。 

2. タグ付けと分類の自動化 

特許文書には、膨大な技術情報が含まれており、その管理には効率的な分類やタグ付けが不可

欠です。しかし、これを人手で行うのは非常に労力がかかり、ミスが発生しやすい作業です。サマリ

ア AI は、このプロセスを自動化することにより、特許情報の整理や検索を迅速かつ正確に行える

ようにします。 

2.1 自動タグ付け機能 

サマリア AI は、特許文書に基づいて自動的に適切なタグを付与します。例えば、技術分野、用

途、機能などに基づいたタグ付けが行われ、後での検索や分析が容易になります。タグ付けは、

特許文書の要素ごとに行われ、特許ポートフォリオの整理や、他社の特許情報との比較を効率的

に行うための基盤となります。 

• 技術分野別のタグ付け: 文書の内容に応じて、例えば「AI」「自動運転」「バイオテクノロジ

ー」などのタグが自動で付与されます。これにより、特許ポートフォリオの中から目的の技

術分野の特許を簡単に見つけることが可能です。 

• 機能や用途に基づくタグ付け: 特許文書の中から、技術の具体的な用途や機能を自動的

に検出し、タグ付けを行います。例えば「データ処理」「画像認識」「医療機器」といったタグ

を付与することで、特許の機能別に整理ができます。 

2.2 自動分類機能 

タグ付けと並行して、特許文書の自動分類機能も強力なツールです。サマリア AI は、特許の内容

や技術の特徴に基づいて、自動的に文書を分類します。これにより、特許管理や特許調査の際

に、関連する文書を素早く見つけることができ、業務の効率化に大きく貢献します。 

• 技術的特徴に基づく分類: 特許文書内の技術的な特徴や構成要素を分析し、関連する技

術分野や業界に基づいて文書を分類します。これにより、特許調査や比較が迅速に行える

ようになります。 

• カスタマイズ可能な分類体系: 企業や特許事務所のニーズに応じて、分類体系をカスタマ

イズできる機能も備えています。これにより、業界や技術分野に特化した分類が可能にな

り、より詳細な管理が実現します。 

3. 業務効率化への貢献 

サマリア AI が提供する自動化機能により、特許文書の読み取りや分類作業が大幅に効率化さ

れ、知財業務全般がスムーズに進行します。従来、人手で行われていた煩雑な作業を AI が代行
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することで、作業時間が短縮され、精度も向上します。これにより、知財担当者や特許弁理士は、

より戦略的な業務に集中することが可能になります。 

• 作業時間の大幅短縮: 特許文書の読解や要約、分類作業が自動化されることで、従来の

人手で行っていた作業が大幅に省力化されます。 

• 精度の向上: AI による分析は一貫性が高く、特許文書の分類やタグ付けにおけるヒューマ

ンエラーを減少させるため、正確なデータ管理が可能になります。 

4. 外国特許文書への対応 

サマリア AI は、日本語のみならず、外国特許文書にも対応しています。例えば、英語や他言語の

特許文書に対しても、日本語で質問を行い、内容を自動で解析・分類することが可能です。これに

より、国際的な特許調査や、外国特許の侵害リスクの検討が効率的に進められます。 

• 外国特許の読解支援: 英語やその他の言語で書かれた特許文書に対しても、AI が自動で

要点を抽出し、必要な情報を提供します。これにより、海外の特許調査が容易になり、国際

業務にも対応可能です。 

結論 

サマリア AI は、特許文書の難解さを解消し、煩雑なタグ付けや分類のプロセスを自動化すること

で、知的財産業務の効率化を大幅に向上させるツールです。特許情報の整理や検索、分類作業

が迅速に行えるため、知財担当者や特許弁理士がより戦略的な判断を下すための時間を確保で

きる点が大きな利点です。 

4o 

あなた: 

多くの企業や特許事務所がすでにサマリアを導入し、特に外国特許の読解や拒絶理由対応など

で大きな効果を上げている。を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

サマリア AI が多くの企業や特許事務所に導入され、特に外国特許の読解や拒絶理由対応におい

て大きな効果を上げている理由について、以下に詳しく説明します。 

1. 外国特許の読解支援 

外国特許文書、特に英語で書かれた特許文書の読解は、日本の特許事務所や企業にとって大き

な課題です。外国の特許は、文書の構造や専門用語が異なるため、内容を正確に理解するには
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時間と専門知識が必要です。サマリア AI は、この外国特許文書の読解を自動で支援し、大きな効

果を発揮しています。 

1.1 外国語文書の自動解析 

サマリア AI は、外国語の特許文書を自動的に解析し、主要な情報を日本語で提示することができ

ます。これにより、特許事務所や企業の知財担当者は、外国の特許文書を迅速に理解し、必要な

部分に集中することが可能になります。 

• 外国語の特許文書の要点抽出: 英語や他国語で書かれた特許文書の要点を自動で抽出

し、日本語で提供します。これにより、言語の壁を超えて効率的に情報を取得できます。 

• 特許の重要部分を強調: 特に発明の核心や請求項の内容、技術的な特徴を自動で抽出

し、読み手がすぐに理解できるように提示します。これにより、時間をかけて全文を読む必

要がなくなり、作業効率が大幅に向上します。 

1.2 自動翻訳と文書の相違点・一致点比較 

外国の特許文書を読み込む際、サマリア AI は自動翻訳機能を活用し、文書を日本語に変換しま

す。また、他の特許文書や引例と比較し、その技術的な相違点や一致点を自動的に分析します。

これにより、特許の侵害リスクや特許権の有効性を迅速に評価できます。 

• 相違点・一致点の自動比較: 本願特許と引例（既存特許）との間で、技術的な違いや類似

点を自動的に抽出し、明確に示します。これにより、外国特許の評価や対策がより容易に

なります。 

• 翻訳の精度向上: サマリア AI の翻訳機能は、特許文書に特化してチューニングされてお

り、特許業務に必要な専門的な表現も正確に翻訳します。これにより、誤訳のリスクが減少

し、正確な情報が得られます。 

2. 拒絶理由対応の効率化 

外国特許に対する拒絶理由通知への対応は、特許事務所や企業にとって大きな負担となります。

特に、外国の知的財産庁から発行される拒絶理由通知は、各国ごとに異なる形式や法律の背景

があるため、適切な対応を迅速に行う必要があります。サマリア AI は、このプロセスを大幅に効率

化し、大きな効果を上げています。 

2.1 拒絶理由通知の自動解析 

サマリア AI は、外国特許庁から発行された拒絶理由通知を自動で解析し、その内容を整理しま

す。これにより、知財担当者や弁理士が拒絶理由の要点を素早く理解でき、適切な対応策を検討

する時間を大幅に短縮できます。 

• 拒絶理由通知の自動要約: サマリア AI は、拒絶理由通知書に記載されたポイントを自動

で抽出し、わかりやすく要約します。これにより、通知書全体を読み解く時間が短縮され、

対応策の検討に集中できます。 
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• 引例との比較: 引例（既存特許）と本願特許の技術的相違点を自動で比較し、拒絶理由に

対する補正や反論をどのように行うべきかの方針を提案します。 

2.2 クレームチャートの自動作成 

拒絶理由に対して適切に対応するためには、引例と本願特許のクレーム（請求項）を詳細に比較

することが必要です。サマリア AI は、このクレーム比較作業を自動化し、クレームチャートを作成し

ます。これにより、弁理士や知財担当者は、引例との技術的な違いを迅速に把握し、拒絶理由に

対する対応策を効率的に準備できます。 

• クレームチャートの自動生成: 引例と本願のクレームを詳細に比較し、どの部分が問題と

なっているかを視覚的に示すクレームチャートを自動で生成します。これにより、拒絶理由

への対応がより明確になり、適切な補正案や意見書の作成が迅速化します。 

2.3 補正案や意見書の提案 

サマリア AI は、拒絶理由に対する補正案や意見書を自動で提案する機能も備えています。これ

は、弁理士や知財担当者が手間をかけずに適切な対応策を導き出すことができる大きなメリットで

す。特に、複数の引例や技術的な問題が絡んでいる場合、サマリア AI はそれぞれのポイントを整

理し、最も効果的な補正や反論を提案します。 

• 補正案や意見書の自動提案: サマリア AI は、拒絶理由に対する最適な補正案や意見書

を自動的に生成し、知財担当者が迅速に対応できるようにします。これにより、補正や反論

の精度が向上し、審査通過率も向上します。 

3. 多くの企業や特許事務所における導入効果 

サマリア AI は、既に多くの企業や特許事務所で導入され、特許関連業務全般の効率化に貢献し

ています。特に、外国特許の読解や拒絶理由対応においては、AI の自動化による業務負担の軽

減が顕著です。以下に、具体的な導入効果の事例を挙げます。 

• 導入企業の声: 

o 時間短縮: サマリア AI の導入により、特許文書の読解や拒絶理由通知の対応に

かかる時間が大幅に短縮されました。多くの企業が、通常の作業時間の 20%から

80%を削減できたと報告しています。 

o 作業品質の向上: AI による自動分類やタグ付け、クレームチャートの生成により、

作業品質が向上し、人間の手作業に伴うミスが減少しました。 

o 外国特許の読解効率: 特に外国特許の読解において、1/10 ほどの時間で文書を

理解できるようになったとの報告があり、国際特許業務の効率化に大きく貢献して

います。 

まとめ 
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サマリア AI は、多くの企業や特許事務所で、特許業務全般の効率化に大きく貢献しています。特

に、外国特許の読解や拒絶理由対応において、その効果は顕著であり、時間短縮、作業品質の

向上、国際的な特許対応の効率化を実現しています。特許文書の要点抽出、クレームチャートの

自動生成、引例との比較など、従来人手で行っていた複雑な作業を AI が自動で処理することで、

知財業務が大幅に効率化され、特許取得の成功率が向上しています。 

4o 

あなた: 

ChatGPT をそのまま使う場合とサマリアを使う場合の違いは何ですか？ 

ChatGPT: 

ChatGPT 

ChatGPT とサマリア AI の違いについては、特に特許業務における用途や機能において、いくつか

の重要なポイントがあります。以下に、その違いを詳しく説明します。 

1. 特許業務に特化したチューニング 

サマリア AI は、特許業務に特化してチューニングされた AI アシスタントです。これに対して、

ChatGPT は汎用的な AI であり、あらゆるトピックに対応できるように設計されていますが、特許業

務に関する深い専門知識を持っていません。サマリアは、特許の文書解析や拒絶理由対応、特許

分類、タグ付けといった特定の業務に最適化されているため、以下のような利点があります。 

• サマリア: 特許文書の読解、分類、タグ付け、拒絶理由通知の解析など、特許業務に必要

な機能が特化して実装されており、特許業務に特化した AI のため、業務効率化に直結し

ます。 

• ChatGPT: 広範囲の一般的な質問や対話に対応できる反面、特許業務の細かいニュアン

スや専門的な要求に対しては限定的であり、特許文書の解析には向いていない場合が多

いです。 

2. プロンプト作成の手間 

ChatGPT は、特定のタスクに対して適切な結果を得るために、かなりのプロンプトエンジニアリン

グが必要です。つまり、ユーザーが明確で適切な指示を与えなければ、期待する結果が得られな

いことが多く、プロンプト作成に試行錯誤が必要になります。一方で、サマリア AI は、特許業務に

即したプロンプトがあらかじめ組み込まれており、特許業務に必要なタスクをスムーズに実行でき

るように設計されています。 

• サマリア: プロンプト作成の手間がほとんどなく、特許文書に特化した指示が既に最適化さ

れています。例えば、請求項の解析やクレームチャートの生成など、特許業務に必要な出

力がスムーズに得られます。 
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• ChatGPT: 汎用的なツールのため、特定の結果を得るためには、細かい指示や試行錯誤

が必要です。また、特許特有の構造や文法に対する対応が不十分な場合があります。 

3. 特許文書の前処理・後処理 

サマリア AI は、特許文書の特有の構造を理解し、前処理や後処理を行う機能を備えています。特

許文書は技術用語や専門的な構成要素が多く、標準的な AI では正確に解析できないことが多い

ですが、サマリアは特許実務に特化した処理が行えるため、特許文書を正確に解釈できます。 

• 前処理: サマリアは、特許文書のテキストや図表、数式を適切に処理し、AI がそれらの要

素を理解できる形に変換します。 

• 後処理: サマリアは、出力結果を特許業務に役立つ形式で提供します。例えば、特許文書

内の重要な段落を特定し、それを参考にするためのリンクを提供したり、クレームチャート

を生成したりします。 

• サマリア: 特許文書を適切に処理し、特許の構造に応じた出力を提供します。特許の請求

項や発明の要点を自動で抽出し、技術的な比較や分類を行うことができます。 

• ChatGPT: 特許文書に対しては、適切な前処理や後処理が行われず、特許特有の構造

（請求項や図表の解釈など）を十分に反映できない場合があります。 

4. 出力の品質 

サマリア AI は、特許実務に必要な出力品質を確保するために、特許文書の細かい構成や法的要

件を理解したうえで処理を行います。例えば、特許の請求項を解釈して、その技術的な特徴を正

確に把握し、発明の要点を明確にすることができます。ChatGPT の場合、出力は汎用的であり、

特許業務に即した専門性の高い回答を得るのは難しいことが多いです。 

• サマリア: 出力結果は特許の専門家が必要とする情報に焦点を当てており、クレームや技

術的要素の詳細な分析が可能です。また、参照すべき特許文書の段落番号や関連する技

術要素が明確に表示されるため、実務に役立つ形での出力が得られます。 

• ChatGPT: 汎用的な回答は得られるものの、特許文書の細かい内容に関しては、誤った解

釈や不正確な出力が含まれることがあります。特許業務で必要とされる精度には達してい

ない場合が多いです。 

5. 拒絶理由通知への対応 

サマリア AI は、特許の拒絶理由通知に特化した機能も提供しています。例えば、拒絶理由通知書

を読み込み、拒絶理由の要点を自動的に整理し、クレームチャートを作成することで、特許弁理士

が迅速に対応策を検討できるように支援します。ChatGPT は、拒絶理由通知書を処理する専用機

能がないため、手動で対応する必要があり、正確な対応を期待するのは難しいです。 

• サマリア: 拒絶理由通知に対する自動解析機能があり、クレームチャートを自動で作成した

り、補正案や意見書の提案を行ったりします。これにより、拒絶理由通知への迅速かつ適

切な対応が可能になります。 
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• ChatGPT: 拒絶理由通知に特化した機能がないため、通知書の内容を手動で解析する必

要があります。また、正確な分析を得るためには、非常に詳細なプロンプトが必要となるた

め、実務に適していません。 

6. 知財担当者や弁理士向けの実務支援機能 

サマリア AI は、特許実務の具体的なプロセスに合わせた支援機能を備えており、知財担当者や

弁理士が日常的に行う業務（文書分類、調査、拒絶対応など）を直接的にサポートします。これに

対して、ChatGPT は広範な用途に対応できる反面、特許業務に特化した機能は持っていません。 

• サマリア: 特許文書の分類や拒絶対応、発明の技術的な比較など、特許業務の各工程を

サポートする多彩な機能を提供します。これにより、知財担当者や弁理士は日々の業務を

効率的に進めることができます。 

• ChatGPT: 汎用的なアシスタントとして機能するため、特許実務に必要な支援機能が不足

しており、専門的な作業には限界があります。 

結論 

サマリア AI は、特許実務に特化した機能と高度なチューニングにより、特許文書の読解や分類、

拒絶対応などの特許業務を大幅に効率化するツールです。ChatGPT は汎用的な AI として多様な

用途に対応しますが、特許業務に必要な専門性や正確性には限界があります。特に、特許の細

かい技術的要素や法的要求に応じた処理が求められる場合、サマリア AI の方がはるかに適して

います。 

4o 
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